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◆県内外の物流を支える幹線道路網 

 県内では北勢地域、中南勢地域、伊賀地域に多くの製造業の事業所が立地していることや、

名古屋と大阪の間に位置していることから東名阪自動車道や伊勢湾岸自動車道、名阪国道、

国道 23 号（名四国道）を中心に、大型車の交通量が多くなっており、県内外の活発な物流

に道路交通ネットワークが大きく寄与しています。 

 東名阪自動車道や名阪国道は昭和 40 年前後に整備された道路であり、供用開始後既に 40

年が経過していることから、施設が老朽化しており、今後の適切な維持・管理が課題となっ

ています。 

 
■ 北勢地域・伊賀地域の主要道路の交通量 

 
資料：平成 22 年道路交通センサス箇所別基本表より作成 
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１－４ 災害 

◆平成 23（2011）年の紀伊半島大水害の被害 

 平成 23（2011）年の台風 12号による紀伊半島大水害は、県内に、死者 2名、行方不明者

1名、1,227棟にのぼる家屋損壊、道路・河川堤防等の公共施設の損傷など、甚大な被害をも

たらしました（平成 24 年１月 21 日現在）。 

 近年、台風の大型化等が懸念され、局地的大雨が頻発しており、土砂災害、洪水など風水

害からの被害を軽減するための対策の重要性が高まっています。 

 

◆東海、東南海、南海の３地震が連動する大規模地震および津波の発生の懸念 

 東海、東南海、南海の３地震が連動する大規模地震および津波の発生が懸念されています。

リアス式海岸が続く県南部は言うに及ばず、伊勢湾台風（昭和 34 年）の前後に整備された

堤防の多い伊勢湾沿岸部にとって、地震、津波への対策を講じていくことは喫緊の課題とな

っています。 

 

 津波による浸水が予想される JR 東海や近鉄では、東海・東南海・南海地震発生時の対応

策として、緊急避難誘導標の設置や、避難はしごの搭載などを進めています。 

 
■ ＪＲ東海における東海・東南海・南海地震発生時の津波避難対策 

①津波到達が予想される地域を津波危険予想地域として設定 

②上記地域内の線路脇約100mおきに避難場所までの方向を示した「津波警標」

を設置 

③上記地域内を乗務するすべての乗務員に避難場所、ルートを示した「津波避

難地図」を常時携帯 

④津波避難に対応した「避難場所案内図」を上記地域内の全駅に掲出 

⑤地震等により停車した際、運転士の安全確認により、津波の恐れのないところま

で迅速に列車を移動 

⑥全編成に発電機能付き携帯ラジオと避難はしごを搭載 

資料：JR 東海ニュースリリース（平成 25 年 6 月 12 日）より 

 

 

■ 近鉄における東海・東南海・南海地震発生時の対応策 

①名古屋線、山田線、鳥羽線、志摩線、鈴鹿線、

内部線の津波浸水予想区域を対象に、緊急避難

誘導標を設置 

②特急列車および一般列車への避難はしごの搭載 

③「津波発生時の緊急避難場所」地図の作成 

資料：近鉄ニュースリリース（平成 25 年 2 月 12 日）より 
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■ 県内の主要交通ネットワーク（鉄道、道路、船舶） 
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１－17 交通に関する新たな技術の動き 

移動に対する安全性や快適性、容易性などが求められる中、超小型モビリティのような新

たな交通手段や、自動車による自動運転といった安全かつ効率的な自動車走行技術、共通 IC

カードによる公共交通利用、電話やインターネットを用いたデマンドバスなど新たな動きが

出てきています。 

新しい交通技術や情報通信技術が本格的に実用化され、県内で広く普及すると、交通基盤

の使われ方も今とは様変わりしてくるものと考えられます。 

 

◆超小型モビリティ 

超小型モビリティとは、超小型の電気自動車で

あり、交通の抜本的な省エネルギー化に資すると

ともに、高齢者を含むあらゆる世代に新たな地域

の手軽な移動手段を提供し、生活・移動の質の向

上をもたらす、省エネ・少子高齢化時代の「新た

なカテゴリー」の乗り物として、その普及が期待

されています。 

 

 

◆自動車の自動運転 

自動車メーカーや自動車関連企業など各社では交通事故や渋滞解消に向け最先端技術を

駆使したシステム開発が行われており、中でも車両間通信や車両と道路との間の通信による

自動運転の技術開発が積極的に行われています。 

トヨタ自動車では高速道路で先行車両と無線で通信しながら追従走行する運転支援シス

テムを開発したと発表し、2010 年代半ばの商品化を目指している（平成 25 年 10月 11 日付

ブルームバーグ記事）など、近い将来の実用化が期待されます。 

 

◆共通 ICカードによる公共交通利用 

JR、私鉄を中心に公共交通の ICカード利用が進んでいますが、平成 25 年 3月 23 日から

は全国 10種類の ICカードが共通利用できるようになりました。 

これらの IC カードは交通機関のみならず、大規模小売店舗やコンビニエンスストアなど

の商業施設でも利用できるため、ICカードを活用した買物での公共交通利用者に対する割引

制度など、公共交通の利用促進に関する取組が今後考えられます。 

 

◆電話やインターネットを用いたデマンドバス 

玉城町では利用者が事前に申し出た乗車場所や時間に車両が向かい、希望する目的地まで

運ぶオンデマンド形式によるバスが運行されています。 

予約は電話やインターネットで行い、スマートフォンを用いると位置情報機能により停留

所の位置が地図上に示されるようになっています。利用者の申し出に従って、走行ルートが

変わるシステムになっており、利用者のニーズに臨機応変に対応できるようになっています。 

 
資料：国土交通省資料（平成 25 年 2 月）
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◆総合港湾としての四日市港の機能強化 

 四日市港は、名古屋港と連携しながら背後圏産業を物流面から支え、コンテナのみならず、

バルク貨物を含めた総合港湾としての役割を果たしていくことが求められています。 

 

３－２ 地域交通面での課題 

◆地域ぐるみでの生活交通の維持 

 廃止された路線バスの代替手段として、また公共交通不便地域での生活の移動手段の確保

のため、各自治体でコミュニティバスが運行されています。その運行のほとんどは自治体か

らの補助で成り立っていますが、自治体だけの財政負担にも限界があります。 

  今後は行政に加え、県民、ＮＰＯ、アクティブシチズン、企業、交通事業者の参画の下で、

適切な役割分担を果たしながら、持続可能な地域公共交通の維持が求められています。 

 

◆県内道路の整備 

 地域内のアクセス性の向上や、地域公共交通を担うバスの定時性を確保していく観点から

も、広域交通を補完する幹線道路や生活交通を支える補助幹線道路の役割を担う道路網の改

築整備を進めていく必要があります。 

 

◆環境や資源に配慮した交通行動の推進 

 公共交通の利用者数が減少し、自家用車の保有台数が増加の一途を辿る現状においては、

交通による環境負荷が増加していきます。今後は、環境や資源に配慮した交通行動の推進が

求められます。 

 

◆観光施設周辺での局地的な混雑の解消 

 県内には全国的にも集客力の高い観光施設が数多く立地しており、県内各地とは鉄道網や

幹線道路網で結ばれていますが、観光施設周辺では特に大規模イベントの際に大規模な混雑

が発生しており、来訪者の方々や近隣にお住まいの皆様に多大な迷惑がかかっています。今

後は、公共交通の活用などによる来訪者輸送の効率化など、局地的な混雑を解消し、施設ま

で円滑に輸送するための仕組みが求められます。 

 

◆新たな交通技術や情報通信技術を活用した交通のあり方の検討 

 超小型モビリティや自動運転技術の実用化、ICカードやスマートフォンのさらなる普及な

どにより、人々の移動が今後大きく変わってくると思われます。それとともに、交通基盤の

使われ方も変わってくることが想定されるため、将来の変化を見据えた今後の地域の交通基

盤のあり方を検討する必要があります。 
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３－３ 安全・安心な交通の確保のための課題 

◆緊急輸送道路の整備 

 大規模地震や集中豪雨等による地域の孤立を防ぐとともに、東日本大震災を受け、ひとた

び被害が発生した場合の救助・救援活動や生活の復興支援の基盤となる「命の道」として、

緊急輸送道路（道路改築、橋梁耐震化）の整備等を迅速かつ重点的に進めることが求められ

ています。 

 

◆災害に強い交通施設の整備の推進 

 自然災害に対する交通面における安全性・信頼性の確保へ向けて、代替性の高い交通ネッ

トワークの形成や、駅や港湾施設、道の駅などの交通施設における防災機能の強化が求めら

れます。 

 

◆公共交通におけるバリアフリー化やユニバーサルデザイン化 

 三重県は全国の中では鉄道駅施設やバス車両のバリアフリー化が比較的遅れていること

から、公共交通のバリアフリー化（高齢者や身体障害者が利用しやすくすること）やユニバ

ーサルデザイン化（障害の有無、年齢、性別、人種等にかかわらず、多様な人々が利用しや

すいようにすること）を進めることが求められます。 

 

◆交通基盤の計画的な維持管理や施設の耐震性の向上 

 今後、施設の高齢化や整備に伴い増加する道路・港湾施設にかかる維持管理コストの増大

が予想される中、利用者の安全性、利便性を確保するため、老朽化した施設の改良、更新や

道路舗装等の計画的な維持管理、施設の耐震性の向上が求められています。 

 

◆高齢者の交通安全対策の推進 

 本県も少子高齢人口減少社会を迎え、県内人口に占める高齢者の割合が今後も高くなりま

す。高齢者は他の年齢階層と比べて交通事故率や死亡率も高くなっていることから、公共交

通機関の活用による自動車運転免許証の返納の推進など、高齢者の交通安全対策を今後とも

一層推進していく必要があります。 

 

 


